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講師紹介：青砥恭（あおとやすし）氏 

NPO法人さいたまユースサポートネット代表

理事。1948年生まれ。元埼玉県立高校教諭、

大学講師。子ども・若者と貧困、自立支援問題

を研究する。2011年、さいたまユースサポー

トネットを設立し、さいたま市という地域に根

差し、貧困をはじめとするさまざまな困難を抱

えた子ども・若者とその家族が安心して相談で

きる地域の居場所を提供しています。 

著書に「若者の貧困・居場所・セカンドチャン

ス」青砥恭 編（太郎次郎社エディダス）、

「ドキュメント高校中退―いま、貧困がうまれ

る場所」（ちくま新書）、「移行支援としての

高校教育―思春期の発達支援からみた高校教育

改革への提言」「前川喜平 教育のなかのマイ

ノリティを語る」など。 

高校生によるパフォーマンス 

中高校生センタージャンプ 利用者 

ＭＣ  中田 瑞希さん 
（早稲田実業高校） 

クラリネット  永井 遼太郎さん 
（豊島学院高校） 

アコギとカフォンの演奏  The Axis 

豊島区子ども若者支援ネットワークイベント ここにいるよ♪  

さいたまユースサポートネット代表理事 

青砥 恭 氏 講演 
 

子ども若者支援ワーカーによる 

青砥氏へのインタビュー 

情報発信・情報交流 

申し込み・お問い合わせ  お電話・メール・FAXでお名前と連絡先をお知らせください。 

豊島区 子ども若者課 子ども若者支援グループ 

電話 03-4566-2475  FAX 03-3980-5042  Eメール A0017309@city.toshima.lg.jp 

子ども若者を支援する団体のパネル展示 

や情報交流コーナーもぜひご覧ください。 

子ども若者の社会問題を私

たち大人はどう受け止め、ど

う考えるのか。子ども若者を

育てるコミュニティとは。 

大人が参加する社会的学習

の場でどういうつながりを作

り、人を育てていくのかをさ

いたまユースサポートネット

青砥 恭氏を講師に迎えて考

えていきます。 

(ジ アクシス ) 



 

子ども若者に焦点を当てた相談先を豊島区に作るに 

あたり、その愛称を中高生に相談しました。 

こうして、2018年7月に「子ども若者総合支援窓口」として 

『アシスとしま』がスタートしました。 

窓口は、豊島区役所の4階にありますが、地域には子ども若者の 

成長過程で何度でもアシストのパスを出し続ける大人がいます。 

「安心して子どもでいられること」「社会との関係や自立」両面 

のアシストが、区内の様々な場所で行われています。  

サッカーやバスケットで、 

いいパスで手助けすることを 

アシストするって言うでしょ。  
じゃあ、アシスト×としまで 

アシスとしま！ 

アシスとしま  

「アシスとしま」（子ども若者総合相談） 

☎ 03－4566－2476 

豊島区役所 本庁舎 ４階 東ゾーン１１（みどり色） 
豊島区内の保健医療、福祉、教育、雇用、更生保護などの 

関係機関や団体と連携し、０歳～おおむね３９歳までの 

子ども若者とその家族をアシストしています。 

また、問題の重篤化を予防するために「子ども若者支援ワーカー」 

が区内の様々な場所に出向いています。 

https://www.city.toshima.lg.jp/429/asistoshima/asistoshima.html 

子ども研修公開講座  

「子どものからだと心の育ちを考える」 
日時：11/26（火）14：00～16：00 

場所：豊島区役所5階か上池袋コミュニティセンターを予定 

講師：日本体育大学学校保健学研究室 野井 真吾氏 

近年、子どもたちの生活リズムの乱れ、外遊びの減少など、子どもを取りまく状況が変化している中、

子どものからだの“おかしさ”が気になってきています。その“おかしさ”の原因を理解すると共に、

何ができるのかを学びます。 

同時申込み受付中 

※イベント名の 

ここにいるよ♪ には、 

「アシストする大人がすぐそばにいるよ」 

という子ども若者へのメッセージが 

込められています。 


